
熊谷さんは明治薬科大学を卒業した後、製

薬企業に就職。医薬情報部で、医療用医薬品

の臨床試験の企画・立案、データ解析、さら

には販売用のパンフレット作成など、プロダ

クトマネージメントに携わっ

た。その後、医薬品のマーケテ

ィングリサーチ企業への転職を

考え、その会社の本社が英国で

あったこともあり、医療用英語、

ビジネス英語のスキルアップを

図るために英国留学を決めた。

そこで出会ったのが、アロマテ

ラピーだ。このとき熊谷さんは、

「アロマテラピーを一生の仕事

にしたい」と決断。現地の専門

学校に通い、アロマセラピスト

の資格を取得した。

日本に戻ってきた熊谷さん

は、アロマテラピーを導入した

ホスピス病棟の立ち上げに関わ

った。ホスピス病棟を立ち上げ

るに際して、アロマテラピーを

取り入れたいという依頼を受け

た形だが、それ以後現在までの

約12年間、川崎市にある「かわ

さき総合ケアセンター」で、ア

ロマテラピーの実践指導に従事

している。熊谷さんは、「ホス

ピスの患者さんの場合、モルヒ

ネなどによる疼痛緩和も重要。

しかし、疼痛緩和というのはマ

イナス部分をゼロまで引っ張り上げるという

もの。ゼロをプラスにするには薬だけでは不

可能な部分があり、そこにスキンシップやア

ロマテラピーなどが関わっていけるのではな

いかと思っています」と語る。

ホスピスでは様々な職種がチームを組んで

関わっている。その中で薬のことや人体のこ

とをよく知っているのが薬剤師。熊谷さんは

「その薬剤師がアロマテラピーを学ぶことで、

より専門的な説明や指導を実践するこ

とができ、患者さんの理解も深まるの

です」と指摘する。

薬剤師がアロマセラピストであるこ

とには大きな役割があり、伝えられる

ことも多いと考える熊谷さんは今年６

月、自身が学校長を務めるフィトセラ

ピスト養成校「ルボア　エコール・ド・ナチ

ュロパシー」の中に、薬剤師のためのコース

「メディカルフィトセラピストDiplomaコー

ス」を新たに開設し、「フィトテラピー」を

教えている。「メディカルフィトセラピスト

とは、薬剤師としての従来の専門知識に加え、

フィトテラピー（ハーブやアロマテラピー）

に関する正確で実践的な知識・情報を有し、

クライアントに提供できる人」と説明する。

これまでアロマテラピーに関する講座は開

設されていても、薬学の専門知識を有する薬

剤師に対して、高度なフィトテラピーの専門

知識を教育できる機関はなかった。拡大する

クライアントのニーズに対応し、カウンセリ

ングや処方、リスク管理ができるメディカル

フィトセラピストを育てるのが同校の「薬剤

師向けコース」だ。熊谷さんは、アロマテラ

ピーやフィトテラピーを取り入れた「統合医

療」が広まりを見せている点に触れ、「アロ

マテラピーやフィトテラピーを学び、身に付

けた薬剤師が関わっていくことの重要性を実

感しています」と強調する。

ホスピス病棟でアロマテラピーを実践・指

導する現場に関わり、薬剤師資格を有したア

ロマセラピスト、フィトセラピストの養成に

力を注いでいる熊谷さんは、自らも母校の明

治薬科大学大学院研究生として研究活動に取

り組んでいる。

「現在、補完代替医療の１つとしてアロマ

テラピー、フィトテラピーが医療現場やホス

ピス、統合医療の中で取り上げられています。

薬学の中でもこうした分野を学び、活躍して

いける人が育ってほしいと思います。そのた

めに私自身も大学院で学び、植物薬学や植物

療法を薬学の１つの方向性として定着させて

います。そのための研究に励んでいます」と

し、薬学の中にアロマテラピーやフィトテラ

ピーを定着させていくことは、熊谷さんの夢

だと語る。

最後に薬学生に向けて熊谷さんは、「薬剤

師の仕事の範囲は本当に広いと思います。薬

学で学んだことを生かせる場は世の中にたく

さんあって、私も今の仕事にとてもやりがい

を感じています」という。そのやりがいの１

つとしてあえて「現場」という言葉を挙げる。

「現場にいることで実際に患者さんを目の

前にし、患者さんと接し、喜んでもらえたと

きは、本当にうれしい気持ちになります。薬

剤師の目指す１つの選択肢として、フィトセ

ラピスト薬剤師も非常にやりがいのある仕事

です。一緒に目指していく人が増えたらうれ

しいです」と結んだ。
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アロマテラピーを一生の仕事にしたい――明治薬科大学卒業後に製薬会社勤務を経て英

国に語学留学した熊谷千津さんは、その留学先でアロマテラピーと出会い、一生の仕事に

したいという強い気持ちに駆られ、アロマセラピストの資格を取得した。日本に帰国後、

アロマテラピーを取り入れたホスピス病棟を立ち上げる機会に恵まれ、現在もそのホスピ

スでの実践・指導に当たっている。その中で、アロマテラピーを学んだ薬剤師の必要性を

感じた熊谷さんは、今年１月に開校し、自身が学校長を務めるフィトセラピスト（植物療

法士：アロマテラピーやメディカルハーブなどの専門家）養成の専門校「ルボア　エコー

ル・ド・ナチュロパシー」の中に、薬剤師のための「メディカルフィトセラピストDiploma

コース」を開設。フィトテラピー（植物療法）を教えている。
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アロマテラピー、フィトテラピー
を薬学に定着させる夢に向かって

アロマセラピスト

熊谷　千津さん


